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【
う
ら
へ
続
く
】

復
帰
50
年 

憲
法
な
い
が
し
ろ
の
沖
縄

　

平
和
憲
法
の
下
へ
の
復
帰
願
っ
た
が

　
　
　

県
民
の
願
い
と
相
い
れ
な
い

　

衆
院
憲
法
審
査
会
の
自

由
討
議
で
12
日
、
日
本
共

産
党
の
赤
嶺
議
員
が
発
言

し
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
本
土
復
帰
50
年
、

県
民
の
願
い
は
日
本
国
憲

法
の
下
に
帰
る
こ
と
だ
っ

た
が
、
復
帰
後
も
米
軍
基

地
は
温
存
さ
れ
、
憲
法
の

上
に
日
米
地
位
協
定
が
置

か
れ
、
米
軍
基
地
あ
る
が

ゆ
え
の
事
件
・
事
故
に

よ
っ
て
県
民
の
人
権
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
。

さ
ら
に
政
府
は
民
意
を
無

視
し
て
辺
野
古
新
基
地
建

設
を
強
行
、「
沖
縄
で
は
憲

法
の
原
理
・
原
則
が
踏
み

に
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
批

判
。
玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄
県

知
事
の「
新
た
な
建
議
書
」

が
求
め
て
い
る
「
基
地
の

な
い
平
和
な
島
」
の
実
現
、

民
意
尊
重
の
願
い
に
こ
た

え
る
こ
と
が
政
治
家
に
求

め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し

ま
し
た
。

　

同
氏
は
さ
ら
に
南
西
諸

島
で
の
自
衛
隊
強
化
や
敵

基
地
攻
撃
能
力
保
有
の
検

討
を
批
判
。「
県
民
が
復
帰

を
望
ん
だ
平
和
憲
法
そ
の

も
の
が
壊
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
」「
悲
惨
な
沖
縄
戦

を
経
験
し
た
県
民
の
思
い

と
は
全
く
相
い
れ
な
い
」

と
述
べ
、「
武
力
衝
突
が
起

こ
れ
ば
、
真
っ
先
に
犠
牲

に
な
る
の
は
沖
縄
県
民

だ
」「
憲
法
９
条
に
基
づ
く

外
交
を
粘
り
強
く
行
う
こ

と
が
必
要
だ
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

ロ
シ
ア
は
国
連
憲
章
・
国
際
法
を
順
守
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
直
ち
に
撤
退
せ
よ

戦
闘
機
の
轟
音
に

恐
怖
を
感
じ
た

　

昼
間
に
、
今
ま
で
聞
い

た
こ
と
の
な
い
ジ
ェ
ッ
ト

機
の
轟
音
。
１
機
だ
け
で

は
な
い
す
さ
ま
じ
い
轟
音

に
恐
怖
を
感
じ
た
。
福
生

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
と
、
５
月
９
日
か
ら
13

日
に
、
三
沢
基
地
の
Ｆ
16

戦
闘
機
が
12
機
、
横
田
基

地
に
来
て
昼
も
夜
も
軍
事

演
習
を
し
て
い
た
と
い
う
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
こ
と
が

思
い
浮
か
び
、
戦
争
の
怖

さ
を
感
じ
た
。
沖
縄
の
基

地
も
横
田
基
地
も
無
く
し

て
平
和
の
日
本
を
と
強
く

思
う
。　
　
（
Ｎ
）

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
。「
ロ
シ
ア
は
マ
リ
ウ

ポ
リ
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵
が

投
降
し
た
と
発
表
し
た
」

「
18
日
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
へ
加
盟
申
請
し
た
」「
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
拡
大
の
脅
威
を
主

張
す
る
ロ
シ
ア
は
、
み
ず

か
ら
の
侵
略
行
為
が
そ
れ

に
輪
を
か
け
る
結
果
に

な
っ
た
」「
力
に
よ
る
支
配

は
力
に
よ
る
対
抗
を
招

く
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
13
日
、国
内
死
者
の
累
計

が
３
万
人
を
超
え
た
。
３
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
新
ビ
ジ
ョ
ン

“
米
中
ロ
が
協
調
す
る
環
境
”
め
ざ
し

　

東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
の
実
現

　

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
が
、２
０

２
６
年
以
降
の
新
た
な
共

同
体
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を

始
め
ま
し
た
。「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
」

に
基
づ
い
て
、
地
域
の
平

和
を
確
保
す
る
環
境
の
強

化
を
目
指
し
ま
す
。
対
立

を
深
め
る
米
国
、中
国
、ロ

シ
ア
と
い
っ
た
大
国
が
、

東
ア
ジ
ア
で
協
調
で
き
る

よ
う
誘
導
す
る
環
境
づ
く

り
と
い
う
難
題
へ
の
挑
戦

で
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
ン
ド
太

平
洋
構
想
は
国
連
憲
章
な

ど
の
国
際
法
に
加
え
、
武

力
に
よ
る
威
嚇
と
武
力
の

行
使
を
例
外
な
く
禁
じ
る

「
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力

条
約
」
を
平
和
の
規
範
と

規
定
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
10
カ

国
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
個

別
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
結
ん
だ
日

米
中
ロ
な
ど
８
カ
国
で
つ

く
る
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト

（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
を
重
視
し
、将

来
的
に
は
東
ア
ジ
ア
規
模

の
友
好
協
力
条
約
締
結
を

展
望
し
て
い
ま
す
。
特
定

の
国
を
敵
視
し
た
り
排
除

し
た
り
せ
ず
、
北
朝
鮮
も

含
む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
も
活
用

し
、
大
国
の
協
調
を
導
い

て
平
和
と
安
定
を
実
現
す

る
構
想
で
す
。

日本共産党　街頭演説会
　　5月 2８日 ( 土 ) １４：００～　
弁士：志位和夫委員長
　　：田村智子副委員長・参議院議員
　　：山添　拓　参議院議員
　日本共産党東京都委員会チャンネルで配信します

か
月
で
１
万
人
も
増
え

た
」「
政
府
は
マ
ス
ク
を
つ

け
る
条
件
を
緩
和
す
る
と

い
う
」「
14
日
、
中
国
が

サ
ッ
カ
ー
２
０
２
３
年
ア

ジ
ア
杯
の
開
催
を
返
上
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
総
合
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
の
組

織
見
直
し
。「
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
が
新
た
に
設
置
さ
れ

る
」「
開
発
・
導
入
ま
で
の

リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
の
た

め
と
い
う
」「
５
月
１
日
以

降
順
次
実
施
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ド
コ
モ
販
売
店
７
０
０

店
を
２
０
２
５
年
度
ま
で

に
閉
鎖
（
19
日
）。「
全
体

の
３
割
に
な
る
。
ネ
ッ
ト

販
売
が
浸
透
し
て
い
る
か

ら
だ
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
第
１
原
発
汚
染
水

の
海
洋
放
出
を
規
制
委
が

了
承
（
18
日
）。「
国
と
東

電
は
関
係
者
の
理
解
な
し

に
は
や
ら
な
い
と
言
っ
て

き
た
」「
漁
業
者
や
地
元
住

民
の
反
対
の
声
を
無
視
し

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

知
床
沖
観
光
船
沈
没
事

故
。「
15
日
、船
内
捜
索
用

の
装
置
・
人
員
が
現
場
に

到
着
し
た
」「
19
日
、飽
和

潜
水
調
査
が
開
始
さ
れ

た
」「
昨
年
、国
に
提
出
し

た
運
航
記
録
簿
は
風
速
や

波
の
高
さ
な
ど
の
数
値
が

ジャーナリズムと
戦争　両立できない  

　日本ジャーナリスト会議が
　シンポジウム　14日

　

学
問
と
表
現
の
自
由
を

守
る
会
と
日
本
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
会
議
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
陽
子
東
大
教
授
は
、

旧
日
本
軍
が「
満
州
事
変
」

を
合
理
化
す
る
た
め
の
広

報
活
動
を
紹
介
。
ロ
シ
ア

の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
侵

略
正
当
化
の
論
理
や
歴
史

解
釈
を
歴
史
家
が
み
る
意

味
を
語
り
ま
し
た
。
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
青
木
理
さ

ん
は
「
戦
争
と
メ
デ
ィ
ア

は
“
相
性
”
が
い
い
。
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
は
戦
前
と

戦
中
に
戦
争
を
あ
お
っ
た
。

戦
争
に
な
っ
て
か
ら
で
は

遅
い
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

と
戦
争
は
両
立
で
き
な

い
」
と
発
言
。

　

朝
日
新
聞
編
集
委
員
の

高
橋
純
子
さ
ん
は
、
ロ
シ

ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

「
特
別
軍
事
作
戦
」と
呼
ん

で
い
る
点
に
ふ
れ
「
日
本

で
も
『
平
和
安
全
法
制
』

と
、
言
葉
巧
み
に
作
り
替

え
ら
れ
て
い
る
」
と
発
言
。

早
稲
田
大
学
の
水
島
朝
穂

教
授
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

事
態
を
改
憲
の
議
論
に
つ

な
げ
る
浅
ま
し
さ
。『
惨
事

便
乗
型
改
憲
論
』
だ
」
と

の
べ
ま
し
た
。

連
日
、
同
じ
値
で
記
録
さ

れ
て
い
た
」「
会
社
側
に
問

題
を
指
摘
し
な
か
っ
た
国

交
省
も
問
題
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

物
価
高
騰
。「
牛
丼
チ
ェ

ー
ン
店
な
ど
が
次
々
値
上

げ
し
て
い
る
」「
時
々
利
用

す
る
駅
の
そ
ば
が
20
円
上

が
っ
て
い
た
」「
コ
カ
コ
ー

ラ
が
大
型
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
続
き
小
型
も
値
上
げ

　
読
書

「
新
・
綱
領
教
室
」

　

志
位
和
夫
著

　

新
日
本
出
版
社
刊

  　

上
・
下
と
も

　

１
５
０
０
円
＋
税

　

本
書
は
日
本
共
産
党
の

綱
領
に
つ
い
て
、
志
位
委

員
長
が
行
っ
た
講
義
を
も

と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

20
世
紀
に
起
き
た
人
類

史
の
巨
大
な
変
化
と
し
て

植
民
地
体
制
の
崩
壊
が
、

民
主
主
義
と
人
権
、
平
和

の
国
際
秩
序
で
巨
大
な
力

を
発
揮
し
た
。
独
占
資
本

主
義
国
だ
か
ら
帝
国
主
義

国
だ
と
見
る
の
で
は
な
く
、

政
策
と
行
動
に
侵
略
性
が

体
系
的
に
現
れ
て
い
る
か

を
基
準
と
す
る
。な
ど
、目

か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
で

読
み
ま
し
た
。（
Ｗ
）

を
表
明
し
た
」「
異
常
円
安

も
要
因
の
一
つ
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

山
梨
県
道
志
村
で
不
明

の
女
児
の
骨
と
警
察
が
断

定
（
４
日
）。「
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
で
判
明
し
た
」「
警
察
は

事
件
と
事
故
の
両
面
で
調

べ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
走
り
梅
雨
は
よ
う
や

く
収
ま
っ
た
」「
バ
ラ
が
き

れ
い
に
咲
い
て
い
る
」「
ア

ジ
サ
イ
の
花
が
大
き
く

な
っ
て
き
た
」


